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① G・W・ライプニッツ3（1646 年-­‐‑1716 年）が「王子の教育に関する書簡」（1685 年  ?）の
なかで夢想する「自然と人工の劇場（théâtre  de  la  nature  et  de  l’art）」4と『普遍アトラス






















































キ ャ ビ ネ
とは、いわば自然と人工の劇場
．．．．．．．．



















































































• 資料が先か、 問 い
リサーチクエスチョン







































































• ライプニッツによる図書分類法（1  :神学;  2  :法学;  3  :医学;  4  :知識哲学;  5  :数学;  6  :
物理学;  7  :言語学および文学;  8  :民衆史;  9  :文献史および書誌;  10  :叢書および雑録）  
• フランスのグランゼコールの最高峰・エコール・ノルマル・シューペリウールの
附属文系図書館（在パリ）の図書分類法＝主題別（B:  Bibliographie  (et  Beaux-­‐‑Arts);































Hence  it  is  evident  that  each  interpretation  is  guided  by  a  certain  interest,  by  a  certain  
putting   of   the   question:   What   is   my   interest   in   interpreting   the   documents?   Which  
question  directs  me  to  approach  the  text?  It  is  evident  that  the  questioning  arises  from  
a   particular   interest   in   the   matter   referred   to,   and   therefore   that   a   particular  
understanding  of  the  matter  is  presupposed.  I  like  to  call  this  a  pre-­‐‑understanding  (R.  




































デ ィ シ プ リ ン
の影響力、正統性、有効性のためだが——もろもろの問題構制を、
言語活動
ラ ン ガ ー ジ ュ
によるもろもろの出来事を解放しようとするものでなければならないだろう
（デリダ『哲学への権利２』、津崎良典ほか訳、みすず書房、2015年、304頁）。  
③ 「保存」と「展示（活用）」の二項対立を改めて考え直す  →  これとこれが繋がると面
白い！という感覚の重要性












































































② 実績：市民たちの対話の場の創設：通算 100回以上実施、参加者累積 1000名超。2012・
2016・2017 年度筑波大学社会貢献プロジェクト、2013 年度筑波大学人文社会系プロジ
ェクト、2014・2015・2016年度筑波大学人文社会科学研究科公開講座採択。2013年度
より、附属図書館共催で図書館のチャットルームにて開催。2014年度より筑波大
学教育クラウド室との連携により、筑波大学オープンコースウェアにコンテンツ配信。
また、茨城県庁を始め各種団体から招聘。神奈川県公立高校新任教員研修ほか、2014・
2016 年度筑波大学教員免許状更新習を実施、各種学校での研修（模擬授業、教員研修）
は年間約 20 回を数える。一般企業の生産性向上のためのワークショップ開催として、
TOYOTAを始め様々な団体から招聘あり。
③ 関連ホームページ：http://tetsugaku-­‐‑cafe.com/
④ 関連事例：せんだいメディアテーク（公益財団法人仙台市市民文化事業団）主催「鷲田
清一とともに考える」（「せんだいメディアテーク館長の鷲田清一が、各分野のプロフェッシ
ョナルからお話をうかがいながら、いま、メディアテークを通してみえる社会の課題について、
みなさんと共有し、考えを深めていく対話の時間」）；てつがくカフェ＠せんだい
cf.  https://www.smt.jp/projects/washidadirector/
cf.  http://table.smt.jp/?p=4097
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